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令和７年度授業料免除申請の手続きについて 
令和 7 年５月 27 日 

兵庫県立総合衛生学院事務部 

 

  
本学院では、家計の事情により授業料の納入が困難な学生を対象に、授業料を免除する制度を設け

ています。 

 また、国の修学支援新制度に基づく給付奨学金の奨学生に採用されている学生で授業料免除を希

望する方も、今回改めて手続きを行う必要があります。 

授業料減免を希望する学生は、申請書等に必要事項を記載の上、期限までに必要書類を添えて

申請してください（昨年度、免除を受けていた方についても申請が必要です。）。 

申請内容によって、授業料等免除申請書のほかに調書（２種類）及び世帯全員の住民票や所得証

明書などが必要となります。締め切り直前に取りかかると間に合わなくなります。時間的余裕をもって

作業を進めてください。 

なお、免除については次のことに留意の上、申請してください。 

 ・申請者全員が免除を受けられるわけではありません。 

・全額免除を希望した場合でも一部免除となる場合もあります。 

・昨年度免除された学生が今年度も免除になるとは限りません。 

 

記 

 
１ 提出書類 

（１）日本学生支援機構の給付奨学金を受けていて国が定める限度額(※)内での授業料等の免

除を希望する者 

   ①授業料等免除申請書（様式第５号） 
   

※国の定める授業料の免除限度額は、年額17万円（ただし、授業料の月額の範囲内で17万円を下回

る場合があります。） 

 

（２）日本学生支援機構の給付奨学金を受けていない者及び日本学生支援機構の給付奨学金を

受けていて授業料の全額免除を希望する者（助産学科、看護学科及び令和 5 年度に入学し

た歯科衛生学科の学生は年間の授業料総額が17万円に満たないため、全員（１）に該当。） 

a 減免申請に関する書類 

①授業料等免除申請書（様式第５号） 

②授業料免除調書（様式１） 

③生活状況調書（様式①） 

      b 添付書類 

 ① 住民票（世帯全員分） 

下宿等で住所が家族の住所と異なる場合は、本人を含む世帯全員の住民票。 

※ 住民票等は、個人番号(マイナンバー)の記載されていないもの 

② 令和７年度（令和６年分）の「市民税 県民税（所得 課税）証明書」（世帯全員

分。ただし、高校生以下で所得のない者を除く）。 

下宿等で住所が家族の住所と異なる場合は、本人を含む世帯全員の所得証明書が必

要です。 

☆提出が必要な証明書は、令和７年度（令和６年分）の「市民税 県民税等（所得 課税）証

明書」（世帯全員分。ただし、高校生以下で所得のない者を除く）。です。令和６年度（令

和５年分）ではありません。取得時に令和７年度（令和６年分）になっているかよく確認す

ること。 
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☆住民税のデータに令和７年度（令和６年分）の内容が反映される時期は、市町ごとに異な

り、データの反映が提出期限（６月１６日）直前になる場合もあります。令和７年度データ

の反映時期については、住所地の市町の担当窓口に確認してください。 

  

（３）生活保護を受けている世帯 

    授業料等免除申請書及び生活保護受給証明書 

（生活保護受給証明書は、市在住者は福祉事務所等（神戸市は各区役所生活支援課等）、

町在住の方は県健康福祉事務所で発行される。）。 

   

２ 提出期限及び提出先 

（１）提出期限  令和7年6月16日（月）午後5時（期限厳守） 

※期限後の提出は受付できません。 

 

（２）提出先  総合衛生学院事務部   

    

３ 提出書類の記載方法等 

（１）授業料等免除申請書（様式第５号） 

  本文1行目「授業料の免除（全額、一部）・・・・」の（全額、一部）は何も記入しない

でください。 

 

ア 免除を受けようとする理由 

ａ １（１）による減免を希望する場合 

「修学支援新制度に基づく給付奨学金に採用されており、授業料減免も併せて受けた

いため」と記入。 

    b   １（２）による減免を希望する場合 

     「収入が少ない」「生活が苦しい」といった文言だけでなく、どのような状況だから

そうなのかというように「具体的に」記入すること。特に、所得証明の額がゼロ又は

生活できるに足る額でない場合、どのように生計をたてているかを具体的に記入する

こと。書ききれない場合は、別紙に記入して提出すること。   

  

イ 免除を受けようとする授業料の額 

ａ １（１）による減免を希望する場合   

   「減免上限額」と記入。 

ｂ １（２）による減免を希望する場合 

 各学科別に次の金額を記入。 

＜令和５年度以前入学＞ 

 ・助産学科、看護学科、歯科衛生学科  月額９，９００円 年額１１８，８００円 

  ・介護福祉学科 月額３２，５００円   年額３９０，０００円 

 ＜令和６年度以降入学＞ 

・助産学科   月額１２，５００円  年額１５０，０００円 

・看護学科   月額 ７，７５０円  年額 ９３，０００円 

・歯科衛生学科 月額１７，２５０円  年額２０７，０００円   

   ・介護福祉学科 月額３２，５００円  年額３９０，０００円 

 

ウ 免除を受けようとする期間 

「令和７年４月～令和８年３月」と記入。 
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（２）授業料免除調書（様式１） 

ア 世帯の状況 

世帯全員（下宿等で住所が実家と異なる場合にあっては、実家の世帯全員を含む。）に

ついて記入すること（添付する世帯全員の住民票と一致していること。）。 

イ 職業又は学校名 

（職業）会社員、自営業、学生、パート等 （学校名）○○市立△△小学校３年 等 

ウ 年間所得の種類 

（例）会社員の場合－給与所得、農業の場合－農業所得、自営業の場合－事業所得 

エ 年間所得の金額 

給与所得控除後の金額、必要経費控除後の金額を記入すること。 

※ 添付する所得証明書の所得金額と一致していること（収入金額ではありません）。 

 

(3)  生活状況調書（様式①）。 

    様式①の（注）１～６の記載内容を参考に記入すること。 

 

４ その他 

  申請内容についてわからない点がある場合は、事務部（担当：辻岡（つじおか））までおた

ずねください。 

   


